
荒馬座は 1966 年に東京の板橋に生まれました。私たちの祖先、日本の働く人々が創り出し
てきた太鼓や踊りなどの民族芸能に、今を生きる私たちの思いをのせて公演活動をしていま
す。民族芸能には、自然とともに生きてきた人々の知恵や愛情・協同して困難を乗り越える力、
明日へのエネルギーがたくさん込められています。日本の太鼓や踊りでたくさんの人と手を
つないで明日を生きる力となる文化をつくろうと、元気いっぱいの舞台を広げています。

【主な演目】花笠おどり　※お客さんの太鼓の伴奏で
　　　　　龍舞　傘踊り　獅子舞　　荒馬踊り　水口春まつりなど　　※変更することがあります

※上演時間約60分


